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Ⅴ 結論  
１．コミュニケーションにおいて最も学生の困難度が
高いのは解釈であり、次いで伝達、交互性である。 
２．形にとらわれずに対象理解を焦点としたコミュニ
ケーションを目指すことがコミュニケーション改善
に必要である。 
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